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調理従事者の検便におけるSalmonella O4:i:-の検出状況
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【背景及び目的】
Salmonella Typhimuriumは非チフス性サルモネラの

一血清型であり，ヒトだけでなく牛，豚，鶏等の家
畜・家禽の感染症の原因菌として重要である。また， 

S.Typhimuriumは 1988年まで日本で発生したサルモ
ネラ症の原因菌として 1位を占め，さらに，1990年
頃からは多剤耐性のS.Typhimuriumファージタイプ
104（DT104）による食中毒の増加が世界的に問題と
なっている。

近年，S.TyphimuriumのH抗原第 2相が欠失した単
相変異株とされるSalmonella O4:i:-の増加がスペインで
は 1997年，ニューヨーク市で 2002年頃からなど，欧
米諸国からの報告があり，わが国でも 2007年頃から本
菌の検出が指摘されている。そこで今回は，2007年か
ら 2016年の過去 10年間に当検査部で分離したサルモ
ネラを対象にSalmonella O4:i:-の検出状況を検討した。

【方法】
2007年から 2016年の過去 10年間に分離したサル

モネラは合計 7,222株であった。これらを，まず常
法 1）に従ってO群型別を行い，O4群と判定された
2,427株のうち，今回は奇数月に分離したもの 1,152
株について検討した。H抗原型別も常法 1）に従い，
デンカ生研製の診断用血清を用い，1相がｉであるも
のを抽出し，さらにこれらの 2相を確認した。また，
追加試験として，S.Typhimurium，およびSalmonella 
O4:i:-と判定した株を，CLSIによるディスク拡散法
を用いてESBL産生の有無を確認した。

【結果及び考察】
Salmonella O4:i:-は 2007年から 2016年の過去 10年

間で，O4群と型別された菌株 1,152株のうち 127株
認められた。年次別にみると，2007年から 2011年ま

での検出率はO4群と型別された株の 10％未満であっ
た。すなわち 2007年ではO4群株 64株中 3株（4.7％），
2008年は 66株中 2株（3.0％），2009年は 73株中 6株

（8.2 ％），2010年 は 61株 中 1株（1.6 ％），2011年 は
56株中 3株（5.4％）であった。また，2012年以降は
2013年の 116株中 8株（6.9％）と検出率がやや低かっ
たが，2012年は 51株中 6株（11.8％），2014年は 205
株中 34株（16.6％），2015年は 218株中 33株（15.1％），
および 2016年は 242株中 30株（12.4％）といずれの
年も 10％以上の検出率であり，増加傾向がみられた。
これに対し，S.Typhimuriumは 2007年ではO4群株 64
件中 19件（29.7％）であったが，2016年には 242件中
16株（6.6％）であり減少傾向がみられた。国立感染
症研究所の IASR（Vol.29 p.164-166:2008年 6月号）に
よればSalmonella O4:i:-の増加傾向が指摘されており，
本研究の結果と一致している。S.Typhimuriumの検
出は減少傾向にあったが，IASRの過去 5年間のデー
タによると，依然としてS.TyphimuriumはSalmonella 

O4:i:-共に，ヒトから検出されるサルモネラの主要検
出血清型の 10位以内であるため，今後も注意してい
くべき血清型と考えられる。

近年，薬剤耐性菌が問題になっていることから，
今回は追加試験としてESBL産生菌の有無を検討し
た。その結果，2015年に分離されたSalmonella O4:i:-

（33株）のうちESBL産生菌が2株認められた。なお，
S.Typhimuriumにおいても多剤耐性株が問題視されて
おり，今後は，薬剤感受性についても注目すること
が重要であると考える。
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